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地
方
証
券
取
引
所
に
つ
い
て

一地方証券取引所について一185

一
　
地
方
証
券
取
引
所

北

島

忠

男

　
周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に
は
、
証
券
取
引
所
が
全
国
九
カ
所
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
三
取
引
所
を
除
い
た
、

札
幌
・
新
潟
・
京
都
・
神
戸
・
広
島
・
福
岡
の
六
取
引
所
を
、
俗
に
、
地
方
証
券
取
引
所
と
呼
ん
で
い
る
。

　
も
と
も
と
、
地
方
取
引
所
（
一
8
巴
①
×
。
冨
コ
ひ
q
ρ
冒
冨
一
σ
α
「
ω
Φ
）
と
い
う
概
念
は
、
中
央
取
引
所
（
8
葺
巴
Φ
×
魯
睾
。
q
ρ
N
魯
け
邑
σ
α
露
）
に

対
応
す
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
中
央
取
引
所
と
は
、
　
一
国
に
お
け
る
地
理
的
・
経
済
的
・
政
治
的
中
心
地
と
も
い
う
べ
き
首
都

（
な
い
し
首
府
）
に
所
在
す
る
取
引
所
を
意
味
し
、
地
方
取
引
所
と
は
、
こ
う
し
た
首
都
以
外
の
地
方
の
中
・
小
都
市
に
所
在
す
る
取
引
所

を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
区
別
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
三
四
年
に
証
券
取
引
所
法
（
↓
訂
。
D
Φ
8
ユ
ニ
窃
国
×
。
冨
コ
ぴ
q
Φ
》
9
。
口
Φ
。
。
偽
）
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、

証
券
取
引
所
の
証
券
・
取
引
所
委
員
会
（
↓
冨
。
。
①
。
貫
三
①
ω
9
・
巳
穿
。
げ
帥
コ
α
q
Φ
9
ヨ
巳
。
・
ω
冨
）
へ
の
登
録
制
度
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
所
は
、
証
券
取
引
所
法
な
ら
び
に
証
券
・
取
引
所
委
員
会
の
規
定
に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
。
こ
れ
が
登
録
証
券
取
引
所
（
「
£
響
臼
Φ
α
ω
Φ
∩
霞
三
Φ
ω
①
×
。
訂
凝
①
）
あ
る
い
は
国
法
証
券
取
引
所
（
轟
ぎ
コ
巴
ω
Φ
。
貫
三
①
ω
①
×
。
冨
コ
o
q
①
）
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と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
全
国
で
一
四
の
証
券
取
引
所
が
こ
れ
に
属
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
登
録
証
券
取
引
所
に

対
し
て
、
こ
れ
が
純
粋
に
地
方
的
性
格
（
一
〇
∩
餌
一
　
〇
げ
卯
吋
P
O
8
Φ
同
）
を
も
ち
、
取
引
高
も
わ
ず
か
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
登
録
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
、
公
益
上
、
非
現
実
的
で
あ
り
か
つ
不
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
証
券
取
引
所
法
に
よ
る
登
録
が
免
除
さ
れ
る
取
引
所
が

あ
る
。
こ
れ
が
免
除
証
券
取
引
所
（
①
×
Φ
ヨ
讐
ω
①
6
貫
三
Φ
ω
①
×
3
鋤
轟
①
）
で
、
現
在
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
　
コ
ロ
ラ
ド
　
ス
プ
リ
ン

グ
ス
（
O
。
葺
巴
。
ω
R
コ
α
Q
ω
）
、
ホ
ノ
ル
ル
（
団
。
コ
。
一
巳
口
）
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
（
国
号
∋
。
己
）
の
三
取
引
所
が
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
の
こ
う
し
た
証
券
取
引
所
に
対
す
る
区
別
の
上
か
ら
、
一
部
に
は
、
証
券
取
引
所
法
に
よ
る
登
録
を
免
除
さ
れ
た
、
地
方

的
な
、
小
規
模
な
取
引
所
を
地
方
証
券
取
引
所
と
す
る
考
・
兄
方
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
免
除
証
券
取
引
所
を
地
方
証
券

取
引
所
と
す
る
考
え
方
は
、
あ
く
ま
で
も
、
法
制
上
の
区
別
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
、
経
済
的
根
拠
を
も
つ
も
の
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
証
券
取
引
所
に
つ
い
て
、
経
済
的
視
点
か
ら
、
取
引
所
の
経
済
的
活
動
が
全
国
的
に
わ
た
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、

地
方
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
、
に
よ
っ
て
、
全
国
的
な
い
し
中
央
取
引
所
と
、
地
域
的
（
器
α
q
冨
四
一
）
な
い
し
地
方
取
引
所
と
に
区
別
す

る
考
え
方
が
な
り
た
つ
こ
と
に
な
る
。

　
右
の
よ
う
な
基
盤
に
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
所
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
商
業
お
よ
び
金
融
の
中
心
地
で
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
（
Z
Φ
≦
団
o
蒔
）
に
所
在
し
、
し
か
も
、
全
国
的
銘
柄
を
大
量
に
取
引
き
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
（
Z
Φ
≦
K
。
鱒

。。

W
艮
国
×
。
冨
薦
Φ
）
と
、
ア
メ
リ
カ
ン
株
式
取
引
所
（
〉
菖
Φ
目
一
8
コ
。
。
8
。
ア
国
×
。
冨
コ
。
q
①
）
と
を
全
国
的
な
い
し
中
央
証
券
取
引
所
と
す
る
み
か

　
　
　
　
　
（
2
）

た
が
で
て
く
る
。
第
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
六
四
年
に
お
け
る
全
登
録
証
券
取
引
所
の
株
式
取
引
高
の
う
ち
、
金
額
で
は
そ
の

九
一
・
九
六
％
、
株
式
数
で
は
そ
の
九
一
・
九
一
％
が
、
こ
れ
ら
両
取
引
所
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
中
央
取
引
所
と
し
て
の
地
位
の
一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
と
ア
メ
リ
カ
ン
株
式
取
引
所
と
を
中
央
証
券
取
引
所
と
し
、
そ
の
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ig　1表　市場価格および株式数による登録証券取引所の株式取引高（1964年）

数式株市場価格
％株％ドル

取
　　

19．42

0．　29

　　0

0．04

0．57

2．47

0．03

72．49

2．58

0．91

0．05

0．43

0．32

0．40

　　397，043，056

　　　　5，925，854

　　　　　　0

　　　　　830，240

　　　11，538，925

　　　50，584，823

　　　　　633，325

ユ，482，256，735

　　　52，780，907

　　　18，618，998

　　　　1，059，996

　　　8，847，981

　　　6，573，870

　　　8，178，388

8．21

0．43

　　0

0．06

0．67

3．ユ7

0．00

83．　75

2．48

1．15

0．06

0．01

0．　OO

O．01

　5，923，050，464

　　　310，107，457

　　　　　　0

　　　　46，306，336

　　　481，319，021

　2，286，202，057

　　　　　　644，920

60，424，051，675

　1，790，447，442

　　　827，924，991

　　　45，304，864

　　　　3，650，517

　　　　　　566，760’

　　　　9，419，720

American　Stock　Exchange

Boston　Stock　Exchange

Chicago　Board　of　Trade

Cincinnati　StQck　Exchange

Detroit　Stock　Exchange

Midwest　Stock　Exchange

National　Stock　Exchange

New　York　Stock　Exchange

Pacific　Coast　Stock　Exchange

Philadelphia－Baltimore－Washing・
ton　Stock　Exchange

Pittsburgh　Stock　Exchange

Salt　Lake　Stock　Exchange

San　Francisco　Stock　Exchange

Spokane　S亡ock　Excha4ge

100．002，044，873，098100．0072，148，996，024計合

資料：Securities　and　Exchange　Commission，

　　　　1965．

Statistical　Bulletins，　March，1964－February，

他
の
証
券
取
引
所
を
地
域
的
な
い
し
地
方
証
券
取
引

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

所
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
論
者

の
な
か
に
は
、
例
え
ば
s
・
ロ
ビ
ン
ス
（
詮
屍
幻
。
げ
・

三
器
）
は
、
　
コ
ロ
ラ
ド
ス
プ
リ
ン
グ
ス
、
ホ
ノ
ル
ル
、

り
ッ
チ
モ
ン
ド
の
三
取
引
所
は
性
格
的
に
地
方
的
で

あ
り
免
除
証
券
取
引
所
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ

て
、
ま
た
、
サ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
　
（
。
。
算
ピ
躊
Φ

Ω
¢
）
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
Q
り
餌
「
一
　
鳴
「
帥
づ
〇
一
ω
∩
O
）
、
ス

ポ
ー
ケ
ン
（
ω
o
。
証
器
）
の
三
取
引
所
は
主
と
し
て
鉱

業
株
を
取
引
き
し
て
い
て
、
株
式
流
通
市
場
の
主
流

外
に
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
シ
カ
ゴ

商
品
取
引
所
（
〇
三
8
。
Q
。
切
8
乙
。
｛
↓
冨
α
Φ
）
は
登
録
証

券
取
引
所
で
は
あ
る
が
株
式
取
引
市
場
と
し
て
は
不

活
発
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
地

方
証
券
取
引
所
の
概
念
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
ロ
ビ
ン
ス
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
地

方
証
券
取
引
所
は
ボ
ス
ト
ン
（
じ
口
o
ω
8
昌
）
、
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
ス
ト
（
］
≦
置
≦
o
ω
件
）
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
！
バ
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ル
チ
モ
ア
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
（
勺
巨
巴
①
言
三
鋤
－
b
d
鋤
三
∋
。
同
？
≦
・
。
ω
ぼ
謁
け
。
コ
）
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ス
ト
（
評
。
三
。
0
8
ω
偉
）
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

（
O
一
コ
O
一
コ
昌
四
一
剛
）
、
デ
ト
ロ
イ
ト
（
U
Φ
ぎ
閂
け
）
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
（
勺
葺
ω
げ
貫
α
Q
げ
）
の
七
取
引
所
で
あ
る
。

　
地
方
証
券
取
引
所
の
範
囲
概
念
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
ロ
ビ
ン
ス
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
規
定
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
一
国
に
お
け

る
経
済
（
特
に
証
券
取
引
）
の
中
心
地
に
所
在
し
、
全
国
的
な
銘
柄
を
大
量
に
取
引
き
し
て
い
る
証
券
取
引
所
を
中
央
証
券
取
引
所
と
し
、

そ
の
他
を
地
方
証
券
取
引
所
と
す
る
の
が
通
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
で
は
、
わ
が
国
の
首
都
で
あ
り
、
経
済
・
政
治
の
中
心

地
で
あ
る
東
京
に
所
在
す
る
東
京
証
券
取
引
所
が
、
証
券
取
引
高
、
組
織
・
市
場
施
設
の
規
模
、
他
の
証
券
取
引
所
に
対
す
る
影
響
力
な

ど
か
ら
い
っ
て
、
中
央
証
券
取
引
所
と
し
て
の
資
格
を
備
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
で
は
、
政
治
・

経
済
の
歴
史
的
発
展
過
程
を
も
背
景
と
し
て
、
全
国
を
地
域
的
に
二
分
し
て
関
東
と
関
西
と
に
区
分
す
る
考
え
方
が
古
く
か
ら
あ
り
、
ま

た
、
わ
が
国
の
経
済
圏
を
楕
円
に
た
と
え
、
そ
の
二
つ
の
中
心
点
と
し
て
東
京
と
大
阪
と
を
置
く
考
え
方
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
明
治
一

一
年
に
東
京
と
大
阪
と
に
同
時
に
株
式
取
引
所
が
創
設
さ
れ
た
の
も
こ
う
し
た
考
え
方
を
背
景
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
わ

が
国
で
は
、
東
京
証
券
取
引
所
の
み
な
ら
ず
大
阪
証
券
取
引
所
を
も
含
め
て
中
央
証
券
取
引
所
と
す
る
慣
例
が
あ
る
。
第
2
表
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
株
式
取
引
高
は
、
東
京
が
約
七
〇
％
、
大
阪
が
約
二
五
％
と
、
両
取
引
所
で
全
国
取
引
高
の
九
五
％
以
上
を
占
め
、

他
の
取
引
所
の
取
引
高
を
大
き
く
引
き
は
な
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
東
京
・
大
阪
の
両
取
引
所
と
、
こ
れ
以
外
の
各
取
引
所
と
の
間
に

存
在
す
る
大
き
な
断
層
も
、
両
取
引
所
を
わ
が
国
の
中
央
証
券
取
引
所
と
す
る
根
拠
の
一
つ
を
与
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
株
式
取
引
市
場
に
お
け
る
楕
円
の
二
点
と
し
て
の
東
京
・
大
阪
の
両
取
引
所
に
加
え
て
、
名
古
屋
に
お
け
る
「
中
京
」
意
識
は
、
名
古

屋
証
券
取
引
所
を
、
東
京
・
大
阪
両
取
引
所
以
外
の
各
取
引
所
の
な
か
に
含
め
る
こ
と
よ
り
も
、
東
京
・
大
阪
両
取
引
所
と
同
列
に
考
え

る
傾
向
を
助
長
し
た
。
こ
う
し
た
考
え
か
た
は
、
昭
和
三
六
年
一
〇
月
に
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
三
証
券
取
引
所
に
、
同
時
に
、
市
場

第
二
部
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
式
取
引
高
の
面
か
ら
い
っ
て
も
、
東
京
、
大
阪
の
両
取
引
所
の
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間
に
も
断
層
が
あ
り
、
こ
れ
ら
両
取
引
所
と
名
古
屋
と
の
問
に
は
さ
ら
に
大
ぎ
な
断
層
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
古
屋
証
券
取
引
所
ま

で
も
、
い
わ
ゆ
る
中
央
証
券
取
引
所
と
す
る
た
め
の
根
拠
は
現
在
で
も
極
め
て
稀
薄
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
地
方
証
券
取
引
所
が
中
央
証
券
取
引
所
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
地
方
証
券
取
引
所
の
範
囲
を

規
定
し
て
い
く
場
合
の
具
体
的
課
題
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
阪
・
名
古
屋
の
両
取
引
所
を
中
央
証
券
取
引
所
と
す
る
こ
と
が
妥
当

か
ど
う
か
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
両
取
引
所
に
つ
い
て
、
歴
史
的
、
制
度
的
に
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
が
介

第2表わが国における証券取引所の株式取引高

昭 和　41　年昭　和　40年

％株％株

取引所

69．06

24．70

3．20

0．80

0．70

0．77

0．29

0．36

0．12

35，938，158，400

12，859，563，200

　1，664，700，800

　　　415，932，000

　　　365，869，700

　　　400，129，500

　　　149，850，562

　　　186，353，400

　　　60，422，800

68．95

24．64

3．17

0．　83

0．66

0．87

0．40

0．37

0．11

34，838，338，700

12，446，469，300

　1，602，511，100

　　　419，064，200

　　　331，593，900

　　　439，792，800

　　　203，779，218

　　　186，763，600

　　　54，642，000

京
阪
屋
都
戸
島
岡
潟
幌

　
　
古

東
大
名
京
神
広
福
新
札

50，522，994，818　1100．00 52，040，980，362　1100．00計

入
し
て
い
た
か
は
別
と
し
て
、
現
実
に
は
、
最
近
に
お
け
る
通
信
・
交
通
機
関

の
急
速
な
発
達
が
、
わ
が
国
の
経
済
圏
を
楕
円
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
、
加

速
的
に
、
不
適
当
と
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
名
古
屋
証
券
取
引
所
は
も
と
よ
り
の

こ
と
、
大
阪
証
券
取
引
所
も
、
中
央
証
券
取
引
所
の
範
囲
概
念
の
外
に
置
く
こ

と
が
自
然
の
い
き
お
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に

お
い
て
は
、
中
央
証
券
取
引
所
と
し
て
東
京
証
券
取
引
所
を
置
き
、
他
の
証
券

取
引
所
を
す
べ
て
地
方
証
券
取
引
所
と
す
る
こ
と
が
、
将
来
を
も
指
向
し
た
、

妥
当
な
考
え
方
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
東
京

・
大
阪
・
名
古
屋
の
三
取
引
所
を
除
外
し
た
六
証
券
取
引
所
を
中
心
と
し
て
、

地
方
証
券
取
引
所
に
関
す
る
幾
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
と

慰
う
。
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（
1
）
　
O
°
い
゜
い
Φ
h
臣
Φ
♪
↓
げ
Φ
の
8
0
犀
国
×
o
冨
コ
o
Q
ρ
お
α
ピ
℃
°
○
。
曾
山
一
証
券
外
国
部
訳
「
株
式
市
場
」
二
頁
。

（
2
）
　
一
九
五
三
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
カ
ー
ブ
取
引
所
（
Z
Φ
≦
磯
o
「
貯
O
貫
げ
国
×
o
げ
四
コ
α
q
Φ
）
が
改
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
株
式
取

　
　
引
所
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
の
第
二
部
市
場
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
3
）
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
両
株
式
取
引
所
の
ほ
か
に
、
一
九
六
二
年
に
開
設
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
取
引
所

　
　
（
Z
Q
二
〇
コ
巴
Q
り
8
0
犀
国
×
o
冨
コ
α
q
①
）
が
あ
る
が
、
第
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
株
式
取
引
高
は
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、

　
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
取
引
所
は
前
者
と
同
一
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

　
　
ま
た
、
レ
フ
ラ
ー
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
．
ア
メ
リ
カ
ン
両
取
引
所
な
ら
び
に
小
規
模
な
免
除
証
券
取
引
所
以
外
の
登
録
証
券
取
引
所
を
地
方
証
券

　
　
取
引
所
と
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
O
．
い
゜
い
臥
自
Φ
が
一
ぼ
伍
こ
P
『
一
゜
山
一
証
券
外
国
部
訳
「
前
掲
書
」
八
九
頁
参
照
）
。

（
4
）
。
。
°
国
。
σ
互
β
↓
冨
。
り
Φ
。
霞
三
Φ
ω
三
⇔
蒔
Φ
け
し
㊤
①
①
も
P
卜
。
心
や
鳴
ミ
゜

二
　
地
方
証
券
取
引
所
の
比
重
低
下

　
第
二
次
大
戦
後
、
わ
が
国
の
証
券
取
引
所
は
、
昭
和
二
三
年
四
月
に
証
券
取
引
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
約
一
年
後
の
、
昭
和
二
四
年
五

月
に
、
ま
ず
、
東
京
．
大
阪
．
名
古
屋
の
三
取
引
所
が
開
設
さ
れ
、
こ
れ
に
続
い
て
七
月
に
神
戸
・
京
都
・
広
島
・
福
岡
・
新
潟
の
各
取

引
所
が
、
さ
ら
に
、
昭
和
二
五
年
四
月
に
札
幌
の
取
引
所
が
開
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
2
表
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る

株
式
取
引
は
、
東
京
．
大
阪
の
両
取
引
所
に
お
い
て
集
中
的
に
行
な
わ
れ
、
名
古
屋
以
外
の
各
地
方
証
券
取
引
所
は
、
い
ず
れ
も
が
全
国

の
総
株
式
取
引
高
の
一
％
に
も
満
た
な
い
取
引
規
模
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
常
に
、
株
式
流
通
市
場
と
し
て
の

地
方
証
券
取
引
所
の
相
対
的
比
重
の
低
下
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
証
券
取
引
所
の
上
場
証
券
は
、
そ
の
所
有
者
が
全
国
に
分
散
し
て
存
在
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
流
通
も
全
国
的
規
模
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
も
の
と
、
そ
の
所
有
者
が
一
定
地
域
に
集
中
し
て
存
在
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
流
通
も
地
域
を
限
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の

と
に
大
別
で
き
る
。
前
者
が
い
わ
ゆ
る
全
国
銘
柄
で
あ
り
、
後
者
が
い
わ
ゆ
る
地
方
銘
柄
で
あ
る
。
現
実
の
問
題
と
し
て
、
わ
が
国
の
証
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券
取
引
所
は
、
い
ず
れ
も
が
全
国
銘
柄
と
地
方
銘
柄
の
両
者
を
上
場
証
券
と
し
、
し
か
も
、
各
取
引
所
と
も
全
国
銘
柄
の
占
め
る
割
合
が

圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
た
め
、
地
方
証
券
取
引
所
の
比
重
の
低
下
は
、
ま
ず
、
全
国
銘
柄
で
あ
る
株
式
の
た
め
の
流
通
市
場
と
し
て
の
相

対
的
比
重
の
低
下
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
全
国
銘
柄
に
と
っ
て
の
流
通
市
場
と
し
て
の
地
方
証
券
取
引
所
の
比
重
低
下
の
主
要
な
原
因
と
し
て
は
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
ω
　
流
通
市
場
と
し
て
の
絶
対
的
狭
隆
性

　
地
方
証
券
取
引
所
に
全
国
銘
柄
を
重
複
上
場
す
る
こ
と
は
、
地
方
に
散
在
す
る
そ
の
所
有
者
（
株
主
）
の
近
く
に
流
通
市
場
を
開
設
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
株
主
や
投
資
家
の
株
式
売
買
活
動
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
、
ひ
い
て
は
、
産
業
資
本
の
調
達
源
泉
を
よ
り
拡
大
す

る
と
い
う
積
極
的
な
意
義
を
も
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
証
券
取
引
所
は
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
に
中
央
証
券

取
引
所
に
比
較
し
て
、
そ
の
擁
す
る
投
資
家
層
の
密
度
が
低
く
、
必
然
的
に
、
取
引
所
市
場
に
提
出
さ
れ
る
売
買
数
量
が
少
量
と
な
る
。

第
3
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
株
主
は
関
東
地
方
な
ら
び
に
近
畿
地
方
に
顕
著
な
集
中
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は

こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
方
証
券
取
引
所
の
相
対
的
比
重
の
低
下
は
、
ま
ず
、
全
国
銘
柄
に
対
す

る
流
通
市
場
と
し
て
の
そ
の
絶
対
的
狭
隆
性
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
。

　
②
　
全
国
銘
柄
に
対
す
る
取
引
の
中
央
証
券
取
引
所
へ
の
集
中

　
地
方
証
券
取
引
所
の
比
重
の
低
下
は
、
他
面
に
お
い
て
、
全
国
銘
柄
に
対
す
る
売
買
取
引
の
中
央
証
券
取
引
所
へ
の
集
中
化
傾
向
の
反

映
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
中
央
証
券
取
引
所
そ
れ
自
体
が
、
経
済
活
動
の
中
心
地
に
位
置
し
、
証
券
取
引
に
つ
い
て
み

て
も
投
資
家
層
の
密
度
の
高
い
大
都
市
に
そ
の
所
在
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
に
広
大
な
流
通
市
場
と
し
て
形
成
さ
れ
う
る
と
い

う
事
実
に
基
づ
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
基
本
的
事
実
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
、
中
央
証
券
取
引
所
へ
の
株
式
取
引
の
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第3表地域別株主分布状況（全会社）（昭秘o年度）

数株株主数
％1，000株％人

域地

2．11 1，083，561 L14416，352北海道

1，132，733 1．192．93579，177
宮城，青森，秋田，岩手，
山形，福島

52．4950，040，78435．066，925，250

東京，神奈川，千葉，山
梨，埼玉，茨城，栃木，群
馬，長野，新潟

8．878，457，9243，178，446 16．09愛知，静岡，三重，岐阜

1．531，463，2323．32655，472石川，富山，福井

25．5324，337，53725．355，006，721
大阪，京都，兵庫，奈良，
和歌山，滋賀

2．992，845，6976．311，245，998
広島，

島根
岡山，山口，鳥取，

1，328，892 1．393．18629，038香川，愛媛，徳島，高知

2．031，938，6993．76742，633福岡，佐賀，長崎

O．　75716，3471．68330，987熊本，大分，宮崎，鹿児島

2．091，992，9500．2140，831その他

19，750，905　［100．00　195，338，356　1100．OO計

大蔵省証券局，株式分布状況調査より

集
中
化
を
促
進
す
る
要
因
と
し
て
作
用
す

る
。

①
通
信
・
交
通
機
関
の
発
達

通
信
施
設
の
発
達
は
、
例
え
ば
、
ラ
ジ

オ
な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
、
中
央
証
券
取

引
所
に
お
け
る
株
式
価
格
の
動
向
を
直
ち

に
全
国
の
投
資
家
が
知
り
う
る
こ
と
を
可

能
と
し
、
ま
た
、
長
距
離
電
話
の
直
通
化

や
、
証
券
会
社
で
の
テ
レ
タ
イ
プ
の
活
用

な
ど
は
、
全
国
各
地
に
散
在
す
る
投
資
家

の
売
買
注
文
を
す
み
や
か
に
中
央
証
券
取

引
所
の
市
場
へ
提
出
す
る
こ
と
を
可
能
と

し
て
い
る
。
新
幹
線
や
ハ
イ
ウ
エ
イ
網
の

建
設
な
ど
に
よ
る
交
通
施
設
の
発
達
は
、

空
間
的
間
隔
の
測
定
を
距
離
か
ら
時
間
へ

（706）

と
お
き
か
え
、
中
央
証
券
取
引
所
を
囲
む
地
域
の
外
延
的
拡
大
を
促
進
す
る
も
の
と
い
え
る
。

②
大
規
模
証
券
会
社
の
寡
占
化
・
独
占
化
傾
向

証
券
会
社
間
に
お
け
る
大
規
模
証
券
会
社
の
寡
占
化
な
い
し
独
占
化
傾
向
も
、
全
国
銘
柄
の
売
買
取
引
を
中
央
証
券
取
引
所
へ
集
中
さ
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せ
る
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
大
規
模
証
券
会
社
は
そ
の
本
拠
で
あ
る
中
央
証
券
取
引
所
所
在
地
の
み
な
ら
ず
、
全
国
に
わ
た
っ
て
広
範
な

支
店
網
を
擁
し
、
地
方
に
お
け
る
全
国
銘
柄
に
対
す
る
売
買
注
文
を
、
直
接
に
、
そ
の
本
店
を
通
じ
て
中
央
証
券
取
引
所
の
市
場
へ
集
中

的
に
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
四
大
証
券
会
社
を
中
心
と
し
た
証
券
会
社
間
で
の
大
規
模
証
券
会
社

の
寡
占
化
・
独
占
化
傾
向
は
、
昭
和
三
六
・
七
年
頃
に
果
た
さ
れ
た
支
店
網
の
確
立
と
拡
大
と
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
地
方
に
散
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

全
国
銘
柄
に
対
す
る
売
買
注
文
を
、
全
国
的
規
模
に
お
い
て
中
央
証
券
取
引
所
の
市
場
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
各
地
方
証
券
取
引
所
の
所
在
地
に
あ
る
大
規
模
証
券
会
社
の
支
店
は
、
い
わ
ゆ
る
支
店
会
員
と
し
て
、
各
地
方
証
券
取
引
所
の
会
員

資
格
を
え
て
い
る
が
、
第
4
表
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
地
方
証
券
取
引
所
に
お
け
る
会
員
に
占
め
る
地
元
証
券
会
社
と
の
比
率
を
逆
転

さ
せ
、
そ
の
比
重
を
極
度
に
高
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
側
面
に
も
現
わ
れ
て
い
る
大
規
模
証
券
会
社
の
寡
占
化
・
独
占
化
傾
向
は
、
全
国

第4表地方証券収引所会員数の准移

41年36年昭和26年131年

支
店
会
員
1
2
9
1
2
1
3
1
0
1
8

地
元
会
員

支
店
会
員

地
元
会
員

支
店
会
員

地
元
会
員

支
店
会
員

地
元
会
員

取引所

2
　
　
「
0
　
7
・
　
∩
◎
　
5
　
1
占

13

P1

P1

P3

W
1
7

2
5
8
1
3
7
3

F
O
　
　
　
　
O
O
　
8
　
　
7
膠
　
8

4
　
　
1
4
1
8
1
1
1
3

「
0
　
　
4
　
　
ρ
0
　
　
ρ
0
　
　
5
　
　
7

10

P7

Q8

Q4

Q1

撫
票
鴎
福

16

注．上表の数字には年末および年度末のものがある．

　　地元会員＝地元取引所の所在地に本店をもつ証券会社．

銘
柄
の
売
買
取
引
を
中
央
証
券
取
引
所
の
市
場
へ
集
中
さ
せ
る
重
要
な
要
因
と
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
③
　
大
規
模
上
場
会
社
の
寡
占
化
・
独
占
化
傾
向

　
大
規
模
株
式
会
社
の
各
種
産
業
部
門
に
お
け
る
寡
占
化
・
独
占
化
傾
向
も
、
中
央

証
券
取
引
所
へ
全
国
銘
柄
の
売
買
・
取
引
を
集
中
さ
せ
る
基
本
的
要
因
で
あ
る
。
全
国

銘
柄
を
発
行
し
て
い
る
上
場
会
社
は
、
各
産
業
部
門
で
の
代
表
的
企
業
で
あ
り
、
企

業
活
動
の
拡
大
を
は
か
り
な
が
ら
各
分
野
で
の
寡
占
化
・
独
占
化
を
促
進
せ
ん
と
し

て
い
る
企
業
で
あ
り
、
た
め
に
、
そ
の
株
式
を
全
国
的
規
模
に
お
い
て
取
引
き
す
る

こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
大
規
模
株
式
会
社
企
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
規
模
上
場

会
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
社
を
東
京
に
配
し
、
こ
こ
を
中
心
と
し
て
対
取
引
先
活
動
や
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対
政
府
活
動
を
行
な
う
と
同
時
に
、
企
業
全
体
と
し
て
の
管
理
活
動
を
も
集
中
的
に
行
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
企
業
の
資
金
管

理
活
動
、
な
か
ん
ず
く
、
株
式
を
は
じ
め
証
券
の
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
活
動
も
本
社
活
動
と
し
て
東
京
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
各
種
金
融
機
関
の
間
に
お
け
る
寡
占
化
傾
向
も
、
東
京
を
金
融
の
中
心
地
た
ら
し
め
、
金
融
．
資
本
市
場
に
関
す
る

諸
情
報
は
東
京
を
中
心
と
し
て
ま
ず
収
集
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
事
情
は
、
各
種
企
業
証
券
の
発
行
、
売
出
し
を
東
京
で
行
な
う
こ
と
を

便
利
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
株
価
動
向
を
予
測
す
る
た
め
の
諸
情
報
を
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
を
特
に
必
要
と
す
る
株
式
取
引
（
流
通
）

活
動
を
、
中
央
証
券
取
引
所
の
市
場
に
集
中
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
右
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、
全
国
銘
柄
の
流
通
市
場
と
し
て
の
地
方
証
券
取
引
所
の
絶
対
的
狭
隆
性
、
な
ら
び
に
、
そ
の
売
買
取
引
の

中
央
証
券
取
引
所
市
場
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
地
方
証
券
取
引
所
の
比
重
の
低
下
は
、
必
然
的
に
、
そ
の
全
国
銘
柄
に
対
す

る
流
通
市
場
と
し
て
の
機
能
の
喪
失
を
も
た
ら
し
、
地
方
証
券
取
引
所
不
要
論
に
根
拠
を
与
え
る
も
の
と
な
る
。

　
地
方
証
券
取
引
所
の
機
能
喪
失
に
つ
い
て
、
特
に
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
そ
の
価
格
形
成
機
能
に
つ
い
て
で
あ
る
。
取
引
所
が
市
場
と
し

て
成
立
す
る
た
め
に
は
売
買
が
な
さ
れ
、
価
格
が
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
地
方
証
券
取
引
所
で
は
、
全
国
銘
柄
に
対
す
る

市
場
が
絶
対
的
に
狭
隆
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
需
給
結
合
が
迅
速
に
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
こ
の
た
め
価
格
形
成
が
歪
曲
さ

れ
た
り
、
大
量
に
取
引
き
を
集
中
し
た
中
央
証
券
取
引
所
で
形
成
さ
れ
た
価
格
に
影
響
さ
れ
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
こ
れ

を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
、
い
わ
ゆ
る
写
真
相
場
と
し
て
価
格
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
も
普
通
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
証
券
取

引
所
は
、
独
自
の
価
格
形
成
機
能
を
遂
行
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
独
立
の
取
引
所
と
し
て
の
存
在
理
由
の
喪
失
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な

勉）

ｱ
の
た
め
、
地
方
証
券
取
引
所
の
一
部
に
は
経
済
的
合
理
性
に
反
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
思
い
切
っ
て
廃
止
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
し
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
中
央
証
券
取
引
所
の
支
所
と
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
ぎ
で
あ
る
、
と
い
っ
た
見
解
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
、
い
わ
ば
地
方
証
券
取
引
所
不
要
論
に
対
し
て
、
地
方
証
券
取
引
所
は
地
方
銘
柄
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
論

拠
か
ら
、
そ
の
必
要
論
が
と
な
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
全
国
銘
柄
に
対
す
る
そ
の
比
重
の
低
下
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
、
地
方
証
券
取
引
所

の
存
廃
に
関
し
て
結
論
を
下
す
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
と
い
う
の
は
、
地
方
証
券
取
引
所
は
、
地
方
に
散
在
す
る
全
国
銘
柄
の
所
右
者
に

対
し
て
流
通
市
場
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
取
引
所
の
み
に
上
場
さ
れ
て
い
る
地
方
銘
柄
に
流
動
性
・
市
場
性
を
付
与
し
、
地

方
的
企
業
が
証
券
発
行
に
よ
っ
て
円
滑
に
資
本
調
達
を
な
し
う
る
よ
う
に
、
市
場
を
形
成
せ
し
め
、
育
成
せ
し
め
る
と
い
う
重
要
な
役
割

を
も
つ
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
論
拠
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
論
拠
か
ら
、
地
方
証
券
取
引
所
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
地
方
銘
柄
に
対
す
る
そ
の
役
割
に
関
す
る
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　
（
1
）
　
大
規
模
証
券
会
社
の
支
店
網
に
加
え
て
各
地
方
証
券
取
引
所
の
会
員
で
あ
る
地
元
証
券
会
社
は
、
東
京
・
大
阪
両
証
券
取
引
所
に
重
複
上
場
さ

　
　
　
れ
て
い
る
銘
柄
に
つ
い
て
の
売
買
注
文
を
両
取
引
所
の
正
会
員
と
し
て
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
証
券
会
社
を
通
じ
て
、
両
取
引
所
の
市
場
へ
提
出

　
　
　
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
札
幌
・
新
潟
・
名
古
屋
・
福
岡
各
取
引
所
の
会
員
で
あ
る
地
元
証
券
会
社
は
日
本
協
栄
証
券
株

　
　
　
式
会
社
を
通
じ
て
東
京
の
市
場
へ
、
広
島
の
地
元
証
券
会
社
は
広
共
証
券
株
式
会
社
、
京
都
の
地
元
証
券
会
社
は
京
都
証
券
株
式
会
社
、
神
戸
の

　
　
　
地
元
証
券
会
社
は
神
戸
証
券
株
式
会
社
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
の
市
場
へ
売
買
注
文
を
提
出
し
て
い
る
。

　
（
2
）
　
こ
の
点
に
関
す
る
論
議
に
つ
い
て
は
、
住
ノ
江
佐
一
郎
「
最
近
の
地
方
証
券
取
引
所
問
題
に
つ
い
て
」
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
昭
和
四
二
年
三

　
　
　
・
四
月
号
合
併
号
一
七
ー
一
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
3
）
　
こ
う
し
た
見
解
は
資
本
市
場
研
究
会
に
よ
っ
て
も
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
証
券
研
究
所
編
「
日
本
の
証
券
市
場
」
昭
和
四
〇
年
三
六
頁
。

三
　
地
方
銘
柄
と
地
方
証
券
取
引
所

　
　
　
前
節
に
み
た
よ
う
に
、
か
り
に
、
全
国
銘
柄
に
と
っ
て
は
、
そ
の
売
買
取
引
が
中
央
証
券
取
引
所
で
集
中
的
に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
、

95

@
地
方
証
券
取
引
所
は
不
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
地
方
銘
柄
に
と
っ
て
は
、
地
方
証
券
取
引
所
は
不
可
欠
の
市
場
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、

1
　
　
地
方
証
券
取
引
所
の
問
題
に
つ
い
て
、
地
方
銘
柄
を
中
心
と
し
て
、
若
干
の
考
察
を
す
す
め
た
い
と
思
う
。
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一
、
地
方
銘
柄

　
地
方
銘
柄
と
は
、
全
国
銘
柄
に
対
応
す
る
概
念
で
あ
り
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
そ
の
所
有
者
が
＝
疋
地
域
に
集
中
し
て
存

在
し
、
そ
の
流
通
も
地
域
を
限
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
証
券
（
な
か
ん
ず
く
株
式
）
と
し
て
規
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
方
銘
柄
は
、

い
わ
ゆ
る
地
場
株
と
し
て
、
地
方
的
企
業
H
地
場
会
社
が
発
行
し
た
株
式
と
し
て
も
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
、

地
方
的
企
業
の
概
念
は
、
そ
の
本
社
の
所
在
地
、
主
要
生
産
工
場
の
所
在
地
、
あ
る
い
は
主
要
な
営
業
地
域
な
ど
を
基
準
と
し
て
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
規
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
、
地
方
銘
柄
に
対
す
る
こ
の
二
つ
の
規
定
は
、
必
ず
し
も
、
正
し
く
重
な
り
合
う
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
い
ち
お
う
、
前
述
の
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
の
上
場
株
式
の
う
ち
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
取
引
所
に
単
独

上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
を
純
地
方
銘
柄
と
し
、
一
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
と
他
の
一
つ
な
い
し
二
つ
の
取
引
所
と
に
重
複
上
場
さ
れ
て
い

る
株
式
を
準
地
方
銘
柄
と
し
て
規
定
し
た
い
と
思
う
。
地
方
銘
柄
を
こ
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
純

地
方
銘
柄
に
は
そ
れ
が
単
独
上
場
さ
れ
て
い
る
地
方
証
券
取
引
所
の
所
在
地
周
辺
　
（
札
幌
証
券
取
引
所
で
は
北
海
道
、
福
岡
証
券
取
引
所
で
は

九
州
、
そ
の
他
の
取
引
所
で
は
そ
の
所
在
県
を
屯
心
と
し
た
地
域
）
に
本
社
を
持
つ
会
社
の
株
式
が
、
ま
た
、
準
地
方
銘
柄
に
は
そ
れ
が
上
場
さ

れ
て
い
る
一
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
の
周
辺
地
域
に
本
社
あ
る
い
は
主
要
工
場
を
も
ち
、
し
か
も
二
・
三
の
取
引
所
に
重
複
上
場
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
る
に
す
ぎ
な
い
会
社
の
株
式
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
二
、
地
方
銘
柄
の
数

　
右
の
よ
う
な
地
方
銘
柄
に
つ
い
て
の
概
念
規
定
に
基
づ
い
て
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
を
分
類
し
た
の
が

第
5
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
六
つ
の
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
地
方
銘
柄
の
数
（
上
場
会
社
数
）
は
、
純
地
方

銘
柄
三
五
と
準
地
方
銘
柄
一
〇
九
と
の
合
計
一
四
四
銘
柄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
九
ヵ
所
の
証
券
取
引
所
の
全
上
場
銘
柄
数
で
あ

る
約
一
、
五
四
〇
銘
柄
に
占
め
る
比
重
は
、
純
地
方
銘
柄
は
そ
の
約
二
・
三
％
、
こ
こ
に
い
う
地
方
銘
柄
全
体
で
そ
の
約
九
・
三
％
に
相
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当
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
ま
た
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
全
上
場
銘
柄
数
に
対
す
る
地
方
銘
柄
の
比
重
も
低
く
、
第
5
表
に
示
し
た
よ
う

に
、
各
取
引
所
と
も
約
一
〇
％
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
純
地
方
銘
柄
の
比
重
は
札
幌
で
五
・
八
％
、
新
潟
で
四
・
九
％
、
京
都
で
○

．
九
％
、
広
島
で
三
二
二
％
、
福
岡
で
二
・
四
％
と
な
り
、
平
均
し
て
三
・
四
％
で
あ
る
。

　
三
、
準
地
方
銘
柄
の
重
複
上
場

　
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
準
地
方
銘
柄
の
他
の
証
券
取
引
所
へ
の
重
複
上
場
の
状
況
を
整
理
し
た
の
が
第
6
表
で

第5表 6地方証券取引所の上場銘柄の分類
　　（昭和41年3月現在）

B十C
A

準地方銘柄
　（C）

純地方銘柄
　（B）

12．3％

7．9

11．9

15．1

11．4

7．9

11

U
2
6
3
6
1
4
1
6

10

P0

Q
　
一
6
7

上場銘柄数
　（A）

171

201

234

238

175

288

取引所

幌
潟
都
戸
島
岡

札
新
京
神
広
福

第6表 6地方証券取引所の上場準地方的銘柄にお

ける重複上場の状況

計

大
の
引

・
外
取

京
以
券

東
阪
証
所

大
券

・
証
所

京
両
引

東
阪
取

券
の

証
所

阪
引

大
取
み

券
の

証
所

京
引

東
取
み

11

U
2
6
3
6
1
4
1
6

2＊

4
　
　
1
　
　
Q
ゾ
　
Q
り
　
7
　
　
6

1
1
7
2
4
1
2

7
　
4
　
　
　
　
1
占
　
ρ
0
　
8

幌
潟
都
戸
島
岡

札
新
京
神
広
福

10923645計 26

＊大阪・福岡，大阪・京都と重複上場しているものそれぞれ1銘柄である．

あ
る
。
こ
の
表
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
と
次

の
よ
う
な
諸
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

ω
　
こ
れ
ら
の
準
地
方
的
銘
柄
は
い
ず
れ

も
が
東
京
あ
る
い
は
大
阪
の
証
券
取
引
所
に

重
複
上
場
し
て
い
る
。

　
②
　
札
幌
・
新
潟
な
ど
東
京
以
北
に
あ
る

取
引
所
の
準
地
方
銘
柄
は
、
東
京
証
券
取
引

所
へ
の
重
複
上
場
の
比
重
が
高
い
。

　
㈹
　
京
都
・
神
戸
な
ど
大
阪
に
隣
接
し
た

取
引
所
の
準
地
方
銘
柄
は
、
大
阪
証
券
取
引

所
へ
の
重
複
上
場
の
比
重
が
高
い
。
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ω
　
広
島
・
福
岡
な
ど
の
取
引
所
の
準
地
方
銘
柄
は
、
地
理
的
に
は
大
阪
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
証
券
取
引
所
へ
の
重
複
上

場
の
比
重
が
高
い
。

　
第
6
表
か
ら
よ
み
と
ら
れ
る
右
の
よ
う
な
準
地
方
銘
柄
の
重
複
上
場
に
関
す
る
諸
特
徴
は
、
東
京
・
大
阪
両
取
引
所
の
わ
が
国
証
券
市

場
に
お
け
る
地
位
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
ま
ず
、
ω
の
特
徴
は
東
京
・
大
阪
両
取
引
所
が
現
在
の
と
こ
ろ
証
券
上
場
の
面
に
お

い
て
い
ち
お
う
中
央
証
券
取
引
所
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ω
の
特
徴
は
東
京
証

券
取
引
所
の
中
央
取
引
所
と
し
て
の
比
重
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
㈹
の
特
徴
は
、
大
阪
証
券
取
引
所
は

わ
が
国
の
中
央
取
引
所
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
近
畿
地
方
に
お
け
る
証
券
市
場
の
中
心
と
し
て
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と

い
え
よ
う
。

　
四
、
地
方
銘
柄
取
引
の
比
重

　
次
に
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
お
け
る
地
方
銘
柄
の
取
引
高
が
各
取
引
所
取
引
高
に
占
め
る
比
重
を
み
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、

現
在
手
許
に
あ
る
資
料
は
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
各
取
引
所
に
お
け
る
全
取
引
高
と
地
場
株
取
引
高
と
に
関
す
る

そ
れ
で
あ
る
。
各
取
引
所
に
お
け
る
全
取
引
高
に
占
め
る
地
場
株
取
引
高
の
割
合
を
昭
和
四
〇
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
札
幌
－
三
〇
・
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

％
、
京
都
－
一
九
・
四
％
、
神
戸
ー
一
九
・
六
％
、
広
島
ー
二
二
・
五
％
、
福
岡
－
九
・
八
％
と
概
算
さ
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
注
記

し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
地
場
株
の
な
か
に
は
、
多
数
の
こ
こ
に
い
う
全
国
銘
柄
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
証
券
取
引
所

に
お
け
る
全
取
引
高
に
占
め
る
地
方
銘
柄
取
引
高
の
比
重
は
、
こ
れ
ら
の
数
値
よ
り
も
さ
ら
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
新

潟
証
券
取
引
所
に
つ
い
て
は
、
地
場
株
1
1
地
方
銘
柄
と
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
が
、
こ
こ
で
の
昭
和
三
九
年
に
お
け
る
比
重
は
一
一
・
六
％
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
考
慮
し
て
み
る
と
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
お
け
る
地
方
銘
柄
取
引
高
が
各
取
引
所
取
引
高
に
占
め
る
割

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
％
か
ら
五
％
程
度
の
問
に
あ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
お
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け
る
地
方
銘
柄
の
取
引
高
が
全
国
の
株
式
総
取
引
高
に
占
め
る
割
合
は
○
・
六
％
か
ら
○
．
二
％
程
度
の
問
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
五
、
地
方
銘
柄
と
地
方
証
券
取
引
所

　
地
方
銘
柄
に
つ
い
て
の
右
の
よ
う
な
調
査
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
特
質
を
一
つ
の
基
礎
と
し
て
、
地
方
銘
柄
と
地
方
証
券
取
引
所
に
つ
い

て
考
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
銘
柄
を
純
地
方
銘
柄
と
準
地
方
銘
柄
と
に
分
け
た
場
合
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
上
場
さ

れ
て
い
る
準
地
方
銘
柄
は
、
い
ず
れ
も
が
東
京
な
い
し
大
阪
の
証
券
取
引
所
に
重
複
上
場
さ
れ
て
い
る
。
東
京
．
大
阪
の
両
取
引
所
が
全

国
の
投
資
家
を
吸
引
し
う
る
わ
が
国
の
証
券
流
通
市
場
の
中
心
と
す
れ
ば
、
準
地
方
銘
柄
は
全
国
的
規
模
に
お
け
る
流
通
市
場
を
擁
し
た

も
の
と
し
て
、
実
質
的
に
は
全
国
銘
柄
的
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
流
通
市
場
と
し
て

の
地
方
証
券
取
引
所
は
、
各
取
引
所
に
単
独
上
場
さ
れ
て
い
る
純
地
方
銘
柄
に
と
っ
て
こ
そ
重
要
な
市
場
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
純
地
方
銘
柄
の
上
場
が
な
く
、
ま
た
、
準
地
方
銘
柄
に
つ
い
て
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
　
（
準
地
方
銘
柄
三
六

の
う
ち
三
五
銘
柄
）
が
大
阪
証
券
取
引
所
へ
重
複
上
場
し
て
い
る
神
戸
証
券
取
引
所
、
お
よ
び
、
純
地
方
銘
柄
の
上
場
が
二
銘
柄
で
、
準
地

方
銘
柄
の
す
べ
て
が
大
阪
証
券
取
引
所
へ
重
複
上
場
し
て
い
る
京
都
証
券
取
引
所
は
、
と
も
に
、
独
立
し
た
地
方
証
券
取
引
所
と
し
て
の

存
在
理
由
は
極
め
て
稀
薄
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
　
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
地
方
銘
柄
数
（
一
四
四
）
は
、
全
国
九
カ
所
の
証
券
取
引
所
の
全
上
場
銘
柄
数
（
約

一、

ﾜ
四
〇
）
の
九
・
三
％
に
相
当
し
、
ま
た
、
純
地
方
銘
柄
数
（
三
五
）
は
そ
の
二
・
四
％
に
相
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
取
引
高
に
つ
い
て

み
る
と
、
全
国
総
取
引
高
に
占
め
る
地
方
銘
柄
取
引
高
の
割
合
は
○
・
六
な
い
し
○
・
二
％
程
度
で
あ
り
、
各
地
方
証
券
取
引
所
の
取
引

高
に
占
め
る
地
方
銘
柄
の
割
合
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
二
〇
な
い
し
五
％
程
度
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
証
券
取
引
所
が
地
方

銘
柄
（
特
に
純
地
方
銘
柄
）
に
と
っ
て
の
流
通
市
場
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
市
場
と
し
て
も
、
相
対
的
に
も
ま
た
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絶
対
的
に
も
、
極
め
て
狭
小
な
市
場
規
模
し
か
も
た
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
鋤
　
前
節
に
み
た
よ
う
に
、
地
方
証
券
取
引
所
は
、
中
央
証
券
取
引
所
に
対
応
す
る
概
念
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
そ
の
経
済
的
活
動
が

地
方
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
取
引
所
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
、
地
方
証
券
取
引
所
が
、
ま
ず
、
主
と
し
て
地

方
銘
柄
を
上
場
し
、
そ
の
た
め
の
流
通
市
場
と
し
て
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
同
時
に
、
取
引
所
の
組
織
の
主
体
と
な

る
も
の
が
地
元
証
券
会
社
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
具
体
的
条
件
か
ら
上
記
の
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に

つ
い
て
こ
れ
を
み
る
と
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
み
た
よ
う
に
、
上
記
六
つ
の
地

方
証
券
取
引
所
は
、
上
場
銘
柄
数
に
占
め
る
地
方
銘
柄
数
の
比
重
な
ら
び
に
取
引
高
に
占
め
る
地
方
銘
柄
取
引
高
の
比
重
が
と
も
に
極
め

て
低
く
、
し
た
が
っ
て
地
方
証
券
取
引
所
の
存
在
が
主
と
し
て
全
国
銘
柄
の
上
場
と
そ
の
取
引
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
第
4
表
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
の
会
員
は
合
計
し
て
昭
和
二
六
年
に
は
地
元
会
員
一
一
六
社
、
支

店
会
員
三
三
社
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
四
一
年
に
は
地
元
会
員
二
八
社
、
支
店
会
員
六
四
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
証
券

取
引
所
の
組
織
が
地
元
証
券
会
社
に
よ
る
よ
り
も
、
中
央
証
券
取
引
所
に
そ
の
本
拠
を
も
つ
大
規
模
な
証
券
会
社
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
具
体
的
条
件
の
点
か
ら
み
て
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
地
方
銘

柄
の
た
め
の
流
通
市
場
と
し
て
果
た
す
機
能
の
面
に
お
い
て
、
ま
た
、
そ
の
組
織
機
構
の
面
に
お
い
て
、
純
粋
な
地
方
証
券
取
引
所
と
し

て
の
あ
り
方
か
ら
は
遠
い
存
在
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（714）

（
1
）
　
例
え
ば
、
広
島
証
券
取
引
所
は
、
地
場
株
に
関
す
る
私
の
調
査
に
対
し
て
、
地
場
株
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
、
解
答
を
寄
せ
て
い
る
。

　
①
広
島
に
本
社
の
あ
る
会
社
、
②
他
県
に
本
社
が
あ
る
も
、
主
力
工
場
ま
た
は
営
業
主
力
が
広
島
に
あ
る
会
社
、
③
中
・
四
国
に
本
社
の
あ
る
会

　
社
、
④
他
県
に
本
社
が
あ
る
も
、
主
力
工
場
ま
た
は
営
業
主
力
が
中
・
四
国
に
あ
る
会
社
。

（
2
）
　
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
で
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
地
場
株
な
る
言
葉
の
概
念
が
不
明
確
な
こ
と
に
も
よ
る
。
私
の
地
場
株
に
対
す
る
調
査
で
も
、

　
同
一
銘
柄
が
二
つ
の
証
券
取
引
所
か
ら
地
場
株
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
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（
3
）
　
私
の
調
査
に
対
し
て
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
地
場
株
の
他
の
証
券
取
引
所
へ
の
重
複
上
場
状
況
を
示
し
た
の
が
次
の
表
1

表1．6地方証券取引所の地場株重複上場状況

　　　　　　　　　　　　　　（昭和41年3月現在）
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表2．6地方証券取引所の取引高に占める地場株取
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広
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で
あ
る
。
本
稿
で
は
ニ
ー
三
ヵ
所
の
取
引
所
へ
重
複
上
場
さ
れ
て
い
る
地
場
株
を
準
地
方
銘
柄
、
単
独
上
場
さ
れ
て
い
る
地
場
株
を
純
地
方
銘
柄

　
　
と
し
た
が
、
地
場
株
に
は
全
国
九
ヵ
所
の
取
引
所
の
す
べ
て
の
上
場
銘
柄
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
地
場
株
の
な
か
に

　
　
占
め
る
本
稿
に
い
う
地
方
銘
柄
の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
4
）
　
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
の
株
式
取
引
高
（
株
数
）
に
占
め
る
地
場
株
取
取
引
高
（
株
数
）
の
割
合
を
示
し
た
の
が
右
の
表
2
で
あ
る
。
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四
　
地
方
企
業
と
地
方
証
券
取
引
所

　
前
節
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
方
証
券
取
引
所
は
地
方
銘
柄
に
と
っ
て
不
可
欠
な
流
通
市
場
で
あ
る
と
は
い
え
、

地
方
銘
柄
の
た
め
の
流
通
市
場
と
し
て
も
極
め
て
狭
隆
な
市
場
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
証
券
取
引
所
の
存
在
理
由
は
、

既
発
行
証
券
の
流
通
市
場
の
中
枢
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
転
換
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
証
券
発
行
に
よ
る
資

本
調
達
を
促
進
す
る
と
こ
ろ
に
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
地
方
証
券
取
引
所
の
問
題
に
つ
い
て
企
業
の
資
本
調
達
と
い
う
観
点
か
ら
若

干
の
考
察
を
す
す
め
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
企
業
の
資
本
調
達
と
い
っ
て
も
、
地
方
証
券
取
引
所
が
地
方
銘
柄
に
と
っ
て
の
不
可
欠
な

市
場
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で
は
地
方
銘
柄
の
発
行
企
業
口
地
方
企
業
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
い
と
思
う
。

　
一
、
地
方
企
業
の
所
在
地

　
こ
こ
に
い
う
地
方
企
業
と
は
本
稿
に
い
う
地
方
銘
柄
の
発
行
会
社
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
地
方
企
業
の
概
念
は
い
わ
ゆ
る
地

場
会
社
1
1
地
方
的
企
業
の
概
念
と
必
ず
し
も
正
し
く
一
致
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
方
企
業
に
つ
い
て
、
純
地
方
銘
柄
の
発
行
会
社

を
純
地
方
企
業
と
し
、
準
地
方
銘
柄
の
発
行
会
社
を
準
地
方
企
業
と
し
て
、
そ
の
本
社
所
在
地
に
よ
っ
て
分
類
し
た
の
が
第
7
表
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、

　
ω
　
純
地
方
企
業
三
五
社
の
う
ち
一
社
を
除
い
た
す
べ
て
が
、
そ
の
株
式
を
上
場
し
て
い
る
各
地
方
証
券
取
引
所
の
所
在
県
（
札
幌
に

つ
い
て
は
北
海
道
）
に
本
社
を
も
っ
。

　
②
　
準
地
方
企
業
一
〇
九
社
の
う
ち
、
そ
の
九
〇
％
が
、
そ
の
株
式
を
上
場
し
て
い
る
各
地
方
証
券
取
引
所
の
所
在
県
な
い
し
は
そ
の

隣
接
県
に
本
社
を
も
っ
。

　
と
い
う
特
徴
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
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㈲
　
そ
の
株
式
を
上
場
し
て
い
る
地
方
証
券
取
引
所
の
所
在
県
な
い
し
は
そ
の
隣
接
県
に
本
社
を
も
た
な
い
、
純
地
方
企
業
一
社
の
本

社
は
東
京
で
あ
り
、
ま
た
、
準
地
方
企
業
一
一
社
の
本
社
も
す
べ
て
東
京
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
い
ず
れ
も
そ
の
株
式
を
東
京
証
券
取
引

第7表　地方企業の本社所在地

準地方企業純地方企業
左以外
の　地

取引所所在
県の隣接県

取引所
所在県

左以外
の　地

取引所所在
県の隣接県

取引所
所在県

4
　
　
1

只
り
　
ー

1
　
　
2
　
　
5
　
　
1
↓
　
り
Q

7
4
2
4
3
1
8
1
2

1

9
1
0
2
　
　
6
7

幌
潟
都
戸
島
岡

札
新
京
神
広
福

111286134計

第8表資本金別地方企業数の分類

円
　
上

億
㎜
以

50億円以上
100億円未
満

10億円以上

50億円未満

5億円以上

10億円未満

1億円以上

5億円未満

5，000万円

　以上
1億円未満

資本金

2

－
　
　
」
1
⊥

1

1

②
③
　
　
　
①
③

6
4
7
1
4
6
8

③
②
　
　
　
③
③

4
4
6
1
0
5
6

④
③
①
　
　
②
①

7
6
1
4
1
1
8
8

①
②
①

1
　
　
2
　
　
1
⊥

幌
潟
都
戸
島
岡

札
新
京
神
広
福

4245　⑨35⑪計 4　④　　54　⑭

注○内は内数にして純地方企業数

所
に
重
複
上
場
さ
せ
て
い
る
。

　
ω
　
東
京
に
本
社
を
も
つ
右
の
一
二

社
の
地
方
企
業
は
、
地
方
証
券
取
引
所

の
所
在
地
に
当
該
企
業
の
発
生
基
盤
を

も
っ
て
い
た
も
の
一
社
、
そ
の
地
が
主

要
工
場
の
所
在
地
と
な
っ
て
い
る
も
の

八
社
、
そ
の
地
が
主
要
な
販
売
市
場
と

な
っ
て
い
る
も
の
三
社
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
右
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
、

六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
そ
の
株
式

を
上
場
さ
せ
て
い
る
地
方
企
業
は
、
い

わ
ゆ
る
地
場
会
社
で
あ
り
、
そ
の
地
方

と
密
接
な
関
連
を
も
つ
企
業
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　
二
、
企
業
規
模
（
資
本
金
額
）

　
地
方
企
業
の
規
模
を
そ
の
資
本
金
額
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を
基
準
と
し
て
分
類
し
た
の
が
第
8
表
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ω
地
方
企
業
は
資
本
金
一
〇
億
円
以
下
の
も
の
が
全
体
の
六
四
・
二
％
を
占
め
、
中
・
小
規
模
会
社
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
　
純
地
方
企
業
と
準
地
方
企
業
と
を
比
較
す
る
と
、
全
般
的
に
い
っ
て
、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
も
企
業
規
模
が
小
さ
い
。
ち
な
み

に
、
両
者
の
平
均
資
本
金
額
を
み
る
と
、
前
者
は
約
七
億
五
、
○
O
O
万
円
で
あ
り
、
後
者
は
二
四
億
一
、
三
〇
〇
万
円
で
あ
る
。

　
㈹
　
特
に
、
純
地
方
企
業
の
う
ち
四
社
は
資
本
金
額
が
一
億
円
以
下
で
あ
る
。
地
方
証
券
取
引
所
で
も
、
上
場
会
社
の
資
本
金
額
は
一

億
円
以
上
と
い
う
上
場
審
査
基
準
を
も
っ
て
い
る
が
、
地
方
産
業
育
成
の
た
め
の
特
例
に
よ
っ
て
、
資
本
金
額
の
最
低
限
界
を
五
、
0
0

0
万
円
ま
で
引
ぎ
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
四
社
は
こ
の
特
例
に
よ
る
上
場
会
社
で
あ
る
。

　
右
の
所
見
か
ら
、
地
方
企
業
は
そ
の
多
く
が
中
・
小
規
模
会
社
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
の
②
に
示
さ
れ
た
準
地
方
会
社
の
平
均

資
本
金
額
二
四
億
一
、
三
〇
〇
万
円
と
い
う
数
値
は
、
資
本
金
額
一
〇
〇
億
円
以
上
の
会
社
四
社
を
含
ん
だ
数
値
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

こ
の
四
社
（
電
力
会
社
三
社
、
銀
行
一
社
）
を
除
い
た
一
〇
五
社
の
準
地
方
企
業
の
平
均
資
本
金
額
は
、
ず
っ
と
小
さ
く
な
っ
て
、
九
億
八
、

0
0
0
万
円
で
あ
る
。

　
三
、
資
本
金
の
増
加
倍
率

　
各
地
方
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
証
券
取
引
所
へ
当
該
株
式
を
上
場
さ
せ
て
か
ら
、
現
在
（
昭
和
四
一
年
三
月
）
ま
で
の
間
に
ど
れ
位
の

資
本
金
の
増
加
倍
率
を
示
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
取
引
所
ご
と
の
平
均
値
を
求
め
て
示
し
た
の
が
第
9
表
で
あ
る
。
こ
の
資
本
金
増
加

倍
率
は
右
償
増
資
だ
け
で
な
く
無
償
増
資
を
も
含
め
て
計
算
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
方
企
業
の
株
式
発
行
に
よ
る
資
本
調

達
状
況
の
大
勢
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

　
ω
　
資
本
金
増
加
倍
率
は
純
地
方
企
業
の
そ
れ
よ
り
も
準
地
方
企
業
の
そ
れ
の
方
が
約
二
倍
高
い
増
加
倍
率
を
示
し
て
い
る
。

　
②
　
資
本
金
増
加
倍
率
が
一
〇
〇
・
○
以
上
と
い
う
異
常
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
企
業
（
ガ
ス
ニ
社
・
繊
維
・
製
薬
．
電
機
．
化
学
各
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一
社
）
六
社
を
除
い
て
計
算
し
た
平
均
増
加
倍
率
も
、
準
地
方
企
業
の
そ
れ
の
方
が
約
二
倍
高
い
増
加
倍
率
を
示
し
て
い
る
。

　
右
の
所
見
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
方
企
業
の
株
式
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
は
純
地
方
企
業
に
お
い
て
準
地
方
企
業
よ
り
も
活
発
で

は
な
い
喝
こ
の
こ
と
は
、
純
地
方
企
業
の
企
業
規
模
、
地
方
的
性
格
、
さ
ら
に
は
、
流
通
市
場
と
し
て
単
独
の
取
引
所
市
場
し
か
擁
し
て

い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
四
、
株
主
数
の
増
加
倍
率

　
地
方
証
券
取
引
所
へ
の
上
場
時
点
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
企
業
の
株
主
数
と
現
在
（
昭
和
四
一
年
三
月
）
の
株
主
数
と
が
知
ら
れ
る

三
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
の
上
場
企
業
に
つ
い
て
、
そ
の
株
主
数
の
増
加
倍
率
を
求
め
て
、
取
引
所
ご
と
の
平
均
値
を
示
し
た
の
が
第
1
0

表
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
次
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

　
ω
　
純
地
方
企
業
の
株
主
数
増
加
倍
率
は
、
各
取
引
所
の
上
場
企
業
と
も
平
均
し
て
同
じ
よ
う
な
倍
率
を
も
つ
。
し
か
し
、
こ
の
倍
率

第9表地方企業の資本金増加倍率

準地方企業

31．4

18．8

31．2

7．2

24．1

15．2

（24．5）

（9．4）

（15．9）

純地方企業取引所

6．9

18．7

4．1

（9．　6）

10．1

3．5

幌
潟
都
戸
島
岡

札
新
京
神
広
福

20．0　（13．8）8．7　（6．8）平均
〔注〕（　）内は資本金増加倍率が100．0以上の企業

　　を除外した場合の数値．

第10表　地方企業の株主数増加倍率

準地方企業

1．9

3．9

21．O　（7．2）

8．9　（4．3）

純地方企業取引所

1．6

1．7

1．6

潟
都
岡

新
京
福

1．6平均
〔注〕（）内は異常に高い増加倍率（70倍以上）を

　　示す3社を除外した場合の数値

も
高
率
で
は
な
く
、
平
均
し
て
約
六
〇
％
の
株
主
増

を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
②
　
準
地
方
企
業
の
株
主
数
増
加
倍
率
は
純
地
方

企
業
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
、
平
均
し
て
四
〇
〇
％
の

株
主
増
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で

の
株
主
数
増
加
倍
率
は
、
各
取
引
所
に
よ
っ
て
、
著

し
い
差
異
が
あ
る
。

　
右
の
②
に
示
さ
れ
た
特
徴
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
そ

の
背
景
を
み
る
と
、
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㈲
　
高
率
の
株
主
数
増
加
倍
率
を
示
し
て
い
る
準
地
方
企
業
は
、
平
均
し
て
、
昭
和
三
六
・
三
七
年
頃
に
東
京
な
い
し
大
阪
の
第
二
部

市
場
へ
重
複
上
場
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

　
例
え
ば
、
福
岡
証
券
取
引
所
の
上
場
準
地
方
企
業
三
社
（
建
設
．
製
造
．
製
粉
各
一
社
）
は
、
い
ず
れ
も
七
〇
倍
以
上
の
株
主
数
増
加
倍

率
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
三
社
は
昭
和
三
七
年
に
こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
に
所
有
さ
れ
て
い
た
株
式
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
岡
証

券
取
引
所
と
東
京
証
券
取
引
所
第
二
部
市
場
と
へ
同
時
に
重
複
上
場
さ
れ
た
企
業
で
あ
っ
て
、
三
社
合
計
株
主
数
は
五
六
名
か
ら
四
、
六

八
八
名
に
増
加
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
三
六
．
三
七
年
頃
の
株
式
公
開
盛
行
時
に
株
式
を
上
場
さ
せ
、
創
設
当
初
の
東
京
な
い
し
大
阪
の
第
二
部
市
場
へ

重
複
上
場
さ
せ
た
企
業
が
多
い
場
合
に
、
全
般
と
し
て
の
株
主
数
増
加
倍
率
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
五
、
地
方
企
業
と
地
方
証
券
取
引
所

　
こ
こ
で
、
’
右
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
幾
つ
か
の
特
徴
を
一
つ
の
基
礎
と
し
て
、
地
方
証
券
取
引
所
の
問
題
を
本
稿
に
い
う
地
方
銘
柄
の

発
行
企
業
と
し
て
の
地
方
企
業
の
資
本
調
達
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
地
方
企
業
の
資
本
調
達
問
題
は
、
右
に
挙
げ
ら
れ

た
よ
う
な
特
徴
だ
け
で
は
十
分
こ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
次
の
諸
点
だ
け
は
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
純
地
方
企
業
は
も
ち
ろ
ん
準
地
方
企
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の
株
式
を
上
場
さ
せ

て
い
る
各
地
方
証
券
取
引
所
の
所
在
地
に
本
社
な
い
し
主
要
生
産
場
所
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
企
業
は
、
そ
の
地
方
に
お
い
て
企

業
と
し
て
の
端
緒
を
ひ
ら
い
た
企
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
に
、
そ
の
地
に
発
生
し
た
地
方
企
業
に
と
っ
て
、
地
方
証
券
取

引
所
が
、
そ
の
資
本
調
達
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
が
、
ま
ず
、
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
意
図
の
も
と
で
調
査
さ
れ
た
の
が
資
本
金
増
加
倍
率
と
株
主
数
増
加
倍
率
で
あ
る
。
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
準
地
方
企

業
は
、
資
本
金
増
加
倍
率
で
は
約
二
倍
、
株
主
数
増
加
倍
率
で
は
約
七
倍
も
、
純
地
方
企
業
よ
り
も
高
い
増
加
倍
率
を
示
し
て
い
る
。
証
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券
取
引
所
が
株
式
の
流
動
性
・
市
場
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
株
式
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
を
円
滑
化
す
る
と
い
う
機
能
の
発
揮
は
、

証
券
流
通
を
活
発
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
証
券
所
有
の
分
散
を
も
た
ら
し
、
結
果
に
お
い
て
、
株
主
数
の
増
加
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ

て
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
関
連
に
た
っ
て
み
た
場
合
に
、
純
地
方
企
業
に
お
い
て
株
主
数
増
加
倍
率
が
低
い
こ
と
は
、
そ
の

株
式
所
有
の
分
散
が
不
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
こ
と
は
前
節
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
純
地
方
銘
柄
に
と
っ
て
唯
一
の
流
通

市
場
と
い
え
る
地
方
証
券
取
引
所
の
市
場
規
模
の
狭
隆
性
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
準
地
方
企
業
に
お
い
て

よ
り
高
い
株
主
増
加
倍
率
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
狭
隆
な
地
方
証
券
取
引
所
市
場
の
み
な
ら
ず
東
京
な
い
し
大
阪
と
い
う
中
央
な
い
し

は
準
中
央
的
市
場
へ
の
重
複
上
場
に
よ
っ
て
、
そ
の
株
式
所
有
の
分
散
が
よ
り
促
進
さ
れ
た
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
資
本
金
増
加
倍
率
に
つ
い
て
み
て
も
、
株
主
増
加
倍
率
の
高
い
準
地
方
企
業
に
お
い
て
こ
れ
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
よ

り
株
主
数
の
多
い
企
業
が
よ
り
広
範
な
資
本
調
達
源
泉
を
も
つ
と
い
う
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
諸
点
か
ら
、
地
方
証
券
取
引
所
が
地
方
企
業
、
特
に
、
純
地
方
企
業
に
対
し
て
、
そ
の
株
式
の
流
動
性
・
市
場
性
を
高
め
、

株
式
所
有
の
分
散
を
促
進
し
て
、
株
式
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
を
よ
り
促
進
す
る
た
め
に
機
能
し
て
い
る
側
面
は
、
必
ず
し
も
、
十
分
と

は
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
　
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
地
方
企
業
は
中
・
小
規
模
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
特
に
、
六
つ
の
地
方
証
券
取
引
所
に
上
場
さ

れ
て
い
る
純
地
方
企
業
の
な
か
に
は
、
資
本
金
一
億
円
未
満
の
会
社
が
四
社
含
ま
れ
て
い
る
。

　
地
方
証
券
取
引
所
で
は
、
上
場
会
社
の
最
低
資
本
金
額
を
一
億
円
と
し
て
い
る
が
、
地
方
産
業
育
成
を
目
的
と
し
た
特
例
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
五
、
○
○
○
万
円
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
方
産
業
育
成
と
は
、
具
体
的
に
は
、
そ
の
地
方
に
企

業
と
し
て
の
端
緒
を
開
い
て
い
る
地
方
企
業
の
育
成
で
あ
り
、
特
に
、
株
式
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
の
円
滑
化
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
地
方
企
業
の
発
展
を
推
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
地
方
企
業
の
発
展
は
、
そ
の
地
方
的
性
格
か
ら
全
国
的
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性
格
へ
の
拡
大
と
な
る
の
で
、
こ
れ
に
伴
っ
て
そ
の
証
券
取
引
所
へ
の
上
場
も
、
地
方
証
券
取
引
所
↓
中
央
証
券
取
引
所
第
二
部
市
場
↓

中
央
証
券
取
引
所
第
一
部
市
場
へ
と
進
展
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
ル
ー
ト
か
ら
い
え
ば
、
地
方
証
券
取
引

所
は
地
方
企
業
に
と
っ
て
中
央
証
券
取
引
所
上
場
へ
の
前
提
市
場
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
地
方
証
券
取
引
所
が
地
方
企
業
の
育
成
と
い
う
機
能
的
側
面
を
積
極
的
に
発
揮
す
る
に
は
、
ま
ず
、
こ
の
目
的

に
合
致
し
た
地
方
の
小
規
模
企
業
の
な
か
か
ら
堅
実
な
企
業
を
選
択
し
て
、
株
式
を
公
開
さ
せ
、
こ
れ
を
上
場
会
社
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
資
本
調
達
源
泉
の
拡
大
を
は
か
り
、
全
国
的
企
業
へ
の
進
出
の
足
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
は
必
ず
し
も
こ
う
し
た
取
引
所
の
機
能
的
側
面
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
新
潟
証

券
取
引
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
新
潟
県
内
に
本
社
を
も
つ
資
本
金
五
、
0
0
0
万
円
以
上
の
会
社
で
、
昭
和
三
八
年
現
在
に
お
い
て
非
上

場
の
も
の
が
六
三
社
あ
り
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
上
場
適
格
企
業
に
対
し
て
上
場
勧
誘
を
行
な
っ
て
ぎ
て
い
る
が
、
未
だ
に
こ
れ
が
実
現
さ

れ
て
い
な
い
の
が
実
状
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
方
企
業
の
上
場
が
促
進
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
使
用
資
本
の
銀
行
資
金
へ
の

依
存
、
企
業
経
営
に
対
す
る
保
守
的
気
運
、
株
主
構
成
で
の
同
族
的
色
彩
、
株
式
公
開
後
に
お
け
る
第
三
者
に
よ
る
経
営
権
の
取
得
に
対

す
る
危
惧
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

　
㈲
　
右
の
よ
う
に
、
地
方
証
券
取
引
所
が
地
方
産
業
育
成
の
た
め
の
機
能
的
側
面
を
遂
行
す
る
に
は
、
地
方
企
業
の
こ
う
し
た
保
守
的

気
運
を
払
拭
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
狭
隆
な
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
企

業
が
発
行
す
る
地
方
銘
柄
に
と
っ
て
十
分
な
流
通
市
場
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
福
岡
証
券
取
引
所
の
上
場
準
地
方
企
業
三
社
は
、
昭
和
三
七
年
に
同
取
引
所
と
東
京
証
券
取
引
所
と
へ
同

時
に
重
複
上
場
し
た
企
業
で
あ
る
が
、
福
岡
証
券
取
引
所
の
上
場
準
地
方
企
業
の
な
か
に
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
同
取
引
所
へ

の
上
場
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
東
京
あ
る
い
は
大
阪
の
証
券
取
引
所
へ
重
複
上
場
さ
れ
た
企
業
が
こ
の
ほ
か
に
七
社
か
ぞ
え
ら
れ
る
。
こ
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の
こ
と
は
、
証
券
上
場
に
よ
る
資
本
調
達
源
泉
の
拡
大
、
あ
る
い
は
企
業
P
R
な
ど
の
諸
効
果
を
期
待
す
る
面
か
ら
い
っ
て
、
市
場
規
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
よ
り
大
な
る
取
引
所
市
場
へ
の
上
場
が
企
業
に
と
っ
て
よ
り
好
ま
し
い
こ
と
を
示
す
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か

ら
、
地
方
証
券
取
引
所
は
地
方
に
お
け
る
投
資
家
育
成
の
拠
点
と
し
て
よ
り
以
上
に
機
能
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

地方証券取引所について一

　
本
稿
で
と
り
上
げ
ら
れ
た
地
方
証
券
取
引
所
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
手
許
に
集
め
ら
れ
た
資
料
を
も
と
と
し
て
、
極
め
て
概
括
的
に
取

り
扱
わ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
お
り
し
も
、
昭
和
四
二
年
一
〇
月
一
日
よ
り
神
戸
証
券
取
引
所
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
正
式
決
定
を
み

た
が
、
そ
の
背
景
を
な
す
も
の
は
、
本
稿
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
地
方
証
券
取
引
所
と
し
て
の
独
自
性
あ
る
機
能
の
喪
失
で
あ
る
。

神
戸
証
券
取
引
所
の
閉
鎖
は
、
今
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
地
方
証
券
取
引
所
の
将
来
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
を
含
む
も
の
と
い
え
る
が
、

そ
の
存
廃
に
関
す
る
問
題
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
諸
点
か
ら
す
る
分
析
的
研
究
の
上
に
た
っ
て
導
出
さ
れ
た
理
論
に
よ
っ
て
解
決
へ
の
糸
口

が
開
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
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